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多種の野菜・果樹を栽培
しらかわファーム（上田原）では神谷美枝子さん（写真左）を中心に酵素を生成するための多種の
野菜・果樹を約１００種以上を栽培しています。また酵素の作り方の講習も行っています。



平成 25年 3月 1日（2）第１号 八重瀬町農業委員会だより

新しい農業委員が決まりました！

町農業の発展に頑張ります
新会長に伊仲清榮氏（具志頭）、会長職務代理に神谷勲氏（小城）を選出

平成 24 年 10月 1日
　〜平成 27年 9月 30 日

任
期

　
任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
選
挙
が
九
月
二
十
日
に
行
わ
れ
、
新
し
い

農
業
委
員
十
五
人
が
決
ま
っ
た
。
今
回
の
選
挙
に
は
公
選
委
員
定
数
十
二

人
に
対
し
十
五
名
が
立
候
補
、
合
併
後
初
め
て
投
票
に
よ
る
選
挙
と
な
っ

た
。
有
権
者
二
千
二
百
三
十
人
、
投
票
率
五
九
％
。

　
農
協
推
薦
一
人
、土
地
改
良
区
推
薦
一
人
、町
議
会
推
薦
一
人
を
加
え
、

計
十
五
人
で
第
四
期
八
重
瀬
町
農
業
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
任
期
は

平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
三
年
間
。

　
十
月
一
日
に
初
総
会
が
開
か
れ
、新
会
長
に
伊
仲
清
榮
さ
ん（
具
志
頭
）、

会
長
職
務
代
理
に
神
谷
勲
さ
ん
（
小
城
）
が
選
出
さ
れ
た
。

  

ま
た
合
併
後
二
期
ぶ
り
に
女
性
委
員
が
誕
生
し
、
女
性
参
画
に
よ
る
地

域
農
業
の
振
興
に
繋
が
る
も
の
と
町
民
や
農
業
関
係
者
ら
か
ら
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

喜
きゃん

屋武　成
せい

　幸
こう

（仲座）

　名
な　か　ま

嘉眞　朝
ちょう

　教
きょう

　
（上田原）

屋
や

　宜
ぎ

　宣
のぶ

　洋
ひろ

（後原）

我
が

那
な

覇
は

　武
たけ

　和
かず

（安里）

宮
みや

　城
ぎ

　茂
しげ

　信
のぶ

（東風平）

永
なが

　山
やま

　利
とし

　幸
ゆき

（当銘）

野
の

　原
はら

　康
やす

　豊
とよ

（富盛）

金
きん

　城
じょう

　政
まさ

　春
はる

（後原）町議会推薦

　

遊
休
農
地
の
解
消
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
町

内
の
若
者
た
ち
と
農
業
に
つ
い
て

連
携
が
と
れ
る
よ
う
に
尽
く
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
一
期
目

　

ト
マ
ト
農
家
で
あ
り
ま
す
が
、

農
業
者
仲
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

情
報
収
集
に
努
め
、
農
業
委
員
会

活
動
に
頑
張
り
ま
す
。
区
長
も
兼

務
し
て
い
ま
す
。
二
期
目

　

初
め
て
の
農
業
委
員
で
す
。
八

重
瀬
町
の
地
域
農
業
の
発
展
の
た

め
三
年
間
頑
張
り
ま
す
。
ピ
ー
マ

ン
、
ゴ
ー
ヤ
ー
、
イ
モ
、
イ
ン
ゲ

ン
な
ど
栽
培
。
一
期
目

　

初
め
て
の
農
業
委
員
で
責
任
の

重
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
地
域
農

業
の
発
展
の
た
め
頑
張
り
ま
す
。

元
大
工
で
す
が
、
さ
と
う
き
び
栽

培
を
し
て
い
ま
す
。
一
期
目

　

今
後
と
も
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
八
重
瀬
町
の
地
域
農
業
の
発
展

の
た
め
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
主
に
菊
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
三
期
目

　

初
め
て
投
票
に
よ
る
選
挙
で
し

た
が
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。
今

後
、
八
重
瀬
町
の
農
業
振
興
の
た

め
頑
張
り
ま
す
。
畜
産
業
を
し
て

い
ま
す
。
三
期
目

　

一
番
大
切
な
の
は
遊
休
農
地
の

解
消
で
す
。
農
家
の
高
齢
化
や
農

地
の
貸
し
借
り
の
課
題
も
あ
り
ま

す
が
、
農
地
の
有
効
利
用
を
図
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
二
期
目

　

議
会
を
代
表
し
て
町
議
員
の
立

場
か
ら
も
遊
休
農
地
の
解
消
を
図

り
、
地
域
農
業
の
発
展
に
尽
く
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
と
う
き
び

栽
培
を
し
て
い
ま
す
。
二
期
目

知
ち

　念
ねん

　恵
え

美
み

子
こ

（友寄）農協推薦
　

二
期
ぶ
り
の
女
性
農
業
委
員
と

な
っ
た
知
念
恵
美
子
さ
ん
。
沖
縄

県
農
協
女
性
会
長
の
要
職
も
三
年

目
を
迎
え
た
。
同
会
長
と
し
て
福

島
県
の
被
災
地
訪
問
、
反
Ｔ
Ｐ
Ｐ

行
動
や
さ
と
う
き
び
要
請
な
ど
で

県
内
外
を
飛
び
回
る
一
方
、
家
庭

で
は
夫
の
農
作
業
を
陰
で
支
え

る
。「
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
町
農

業
委
員
会
活
動
に
活
か
し
た
い
」

と
笑
顔
で
抱
負
を
語
っ
た
。

女
性
農
業
委
員

「
経
験
を

　
　
活
か
し
た
い
」
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八重瀬町農業委員会

会長　伊
い

 仲
なか

  清
せい

 榮
えい

（具志頭）

宮古島市の農業委員会に学ぶ

「今後の町農業委員
 活動に活かします」

先進的な宮古島市の農業の取り組みに
町農業委員らから盛んな質問があった。

比屋根方次町長（左）から町功労賞
が授与された新里菊蔵前会長（右）

合
併
後
、
第
四
代
会
長
に
就
任

し
た
伊
仲
清
榮
会
長（
具
志
頭
）。

約
三
十
年
間
勤
務
し
た
会
社
を
早

期
退
職
し
て
農
業
の
道
に
。
こ
れ

ま
で
ピ
ー
マ
ン
や
イ
ン
ゲ
ン
栽
培

に
励
ん
で
き
た
。
農
業
委
員
は
三

期
目
に
な
る
。
昨
年
九
月
で
の
選

挙
で
は
合
併
後
初
の
投
票
に
よ
る

選
挙
だ
っ
た
だ
け
に
「
改
め
て
農

業
委
員
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し

て
い
ま
す
」
と
気
を
引
き
締
め
て

い
る
。

「
農
業
委
員
の
意
識
の
向
上
と
結

束
を
固
め
な
が
ら
、
制
度
面
の
研

さ
ん
と
資
質
向
上
を
図
り
、
八
重

瀬
町
の
地
域
農
業
の
発
展
に
尽
く

し
て
い
き
た
い
」
を
新
会
長
と
し

て
の
抱
負
を
語
っ
た
。

「
ぜ
ひ
今
後
、
八
重
瀬
町
の
農
業

委
員
会
活
動
に
活
か
し
た
い
」ー
。

町
農
業
委
員
会
は
十
一
月
下
旬
、

宮
古
島
市
を
訪
問
し
、
同
市
農
業

委
員
会
活
動
の
取
り
組
み
を
学
ん

だ
。
特
に
耕
作
放
棄
地
や
遊
休
農

地
の
解
消
で
成
果
を
上
げ
て
い
る

「
農
地
制
度
円
滑
化
事
業
」
の
積

極
的
活
動
に
対
し
て
本
町
委
員
ら

か
ら
盛
ん
な
質
問
が
あ
っ
た
。

ま
た
「
野
菜
工
房
す
な
か
わ
」

の
野
菜
温
室
で
栽
培
さ
れ
県
外
市

場
に
高
価
で
取
引
さ
れ
て
い
る

ハ
ー
ブ
（
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
、
バ
ジ

ル
）
な
ど
に
各
委
員
ら
は
関
心
深

そ
う
に
質
問
し
て
い
た
。

久
く

手
で

堅
けん

　眞
しん

　孝
こう

（世名城）

安
あ

　里
さと

　正
せい

　善
ぜん

（与座）土地改良区推薦

　神
かみ

　里
ざと

　　　修
おさむ

　
（友寄）

長
なが

　田
た

　幸
ゆき

　雄
お

（東風平）
　神
かみ

　谷
や

　　　勲
いさお

　
（小城）会長職務代理

　

若
い
人
が
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る

農
業
振
興
を
目
指
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
製
糖
工
場
勤
務
約
三
十
年

の
経
験
を
農
業
委
員
会
活
動
に
生

か
し
て
い
き
ま
す
。
一
期
目

　

一
年
生
委
員
な
の
で
先
輩
委
員

に
教
え
を
頂
き
な
が
ら
地
域
農
業

発
展
の
た
め
三
年
間
頑
張
り
ま

す
。
主
に
さ
と
う
き
び
と
ピ
ー
マ

ン
を
栽
培
。
一
期
目

　

新
人
委
員
な
の
で
、
こ
れ
か
ら

い
ろ
い
ろ
と
勉
強
し
な
が
ら
職
務

を
全
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
主

に
オ
ク
ラ
や
イ
ン
ゲ
ン
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。
一
期
目

　

新
人
の
農
業
委
員
で
は
あ
り
ま

す
が
三
年
間
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
。
三
十
五
年
間
会
社
勤
務
し
、

退
職
後
に
さ
と
う
き
び
栽
培
に
専

念
し
て
い
ま
す
。
一
期
目

　

下
火
と
な
っ
て
い
る
農
業
を
盛

り
返
し
た
い
。
農
業
で
生
活
で
き

る
よ
う
後
輩
に
引
継
ぎ
、
農
業
の

大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

マ
ン
ゴ
ー
栽
培
経
営
。
二
期
目

退
任
し
た
新
里
菊
蔵
前
会
長

（
新
城
）に
町
功
労
賞
が
贈
ら
れ
、

そ
の
授
賞
式
が
一
月
四
日
、
町
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
。
町
農

業
委
員
を
四
期
十
二
年
間
務
め
、

本
町
の
農
業
振
興
に
尽
力
し
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
、
地
方
自
治
功
労

の
部
門
で
の
受
賞
と
な
っ
た
。

新
里
氏
は
「
合
併
前
の
両
町
村

の
農
業
委
員
活
動
の
長
所
を
活
か

し
ま
し
た
」
と
十
二
年
間
の
農
業

委
員
活
動
を
振
り
返
っ
た
。

意
識
の
向
上
と
結
束
を

新
里
前
会
長
に
功
労
賞
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町
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

総
合
見
直
し
に
伴
う
地
権
者
説
明

会
が
二
月
か
ら
町
内
全
集
落
を
対

象
に
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
字

東
風
平
は
二
月
一
日
、
公
民
館
で

地
権
者
や
関
係
者
約
三
十
人
が
参

加
し
、
熱
心
に
説
明
に
耳
を
傾
け

た
り
、
盛
ん
な
質
疑
を
交
わ
し
て

い
た
。

新
垣
進
農
林
水
産
課
長
は
「
こ

の
計
画
は
お
お
む
ね
五
年
ご
と
に

見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。
地
権
者

の
皆
さ
ん
の
要
望
を
受
け
な
が

ら
、
関
係
法
令
や
総
合
計
画
な
ど

他
の
計
画
な
ど
と
の
整
合
性
を
図

り
つ
つ
、
県
と
の
調
整
も
行
い
、

農
業
を
守
る
と
い
う
立
場
で
見
直

し
を
図
っ
て
い
き
ま
す
」
と
主
催

者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
。

平
仲
隆
係
長
ら
か
ら
行
政
説
明
が

あ
り
、
そ
の
中
で
「
計
画
の
見

直
し
後
、
農
振
区
域
か
ら
白
地
に

な
っ
た
と
し
て
も
す
ぐ
に
住
宅
が

建
て
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
農
業
委
員
会
へ
の
農
地
転
用

な
ど
個
別
の
法
律
の
許
可
申
請
が

必
要
で
す
」
と
説
明
が
あ
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
土
地
改
良
区

域
も
農
振
地
域
か
ら
外
せ
る
の
で

す
か
」「
過
去
に
農
振
地
域
か
ら

外
し
た
区
域
で
も
、
ま
だ
建
物
が

建
っ
て
い
な
い
区
域
の
見
直
し
は

慎
重
に
や
る
べ
き
」
な
ど
の
質
問

や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

今
後
、
町
は
地
権
者
の
要
望
等

を
集
約
し
平
成
二
十
六
年
度
中
に

同
計
画
の
見
直
し
を
行
う
予
定
だ
。

農
業
振
興
地
域
は
、
農
地
や
農

業
用
施
設
用
地
な
ど
の
農
業
用

経
営
に
使
用
す
べ
き
土
地
と
し

て
「
農
用
地
区
域
」
が
設
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
区
域
は
、
ほ
場
整

備
や
農
業
近
代
化
施
設
整
備
（
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
）
の
補
助
事
業

の
対
象
と
な
る
反
面
、
住
宅
や
店

舗
等
が
建
設
で
き
な
い
な
ど
の
土

地
利
用
に
制
限
が
か
か
る
。
そ
の

た
め
五
年
ご
と
に
基
礎
調
査
を
行

い
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

地権者・農家説明会を開催

町農振地域の総合見直しへ
地
権
者
の
意
見
や
要
望
を

　
　
　
町
農
振
計
画
に
反
映

熱心に図面を確認する参加者も

農業振興地域のイメージ図

東風平公民館では約３０人の地権者や関係者が参加
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「人・農地プラン」の作成について
（ご協力お願い）

沖縄県就農一貫支援事業について
（初期投資支援）

平成24年度に位置付けられた１０名の方々

「人・農地プラン」に
位置付けられると
こんなメリットが
あります。

①�青年就農給付金※(経営開始型)を
　受けることができます。
②�農業用制度資金(スーパーL資金)
　5年間無利子化等
③農地集積協力金

平成 24 年度から、「人と農地」の問題解決のため、農地が遊休化した場合、誰 ( 人 ) が、農地を担うか、
規模拡大、新規に農業を開始したい方に、いかに農地を集めるかを解決するために、農業者、農業関
係機関で話し合ってプランを作成していきます。今年度は新規に就農した方（就農５年未満含む）が位
置付けられ、地域農業を担っていくことになります。今後、新規就農者、大規模農家、地域農業を牽
引していく農家と、農業後継者がなく将来離農し、農地利用に困る、困りそうな農家（他に貸したい、
売りたい）を結びつけることで、地域農業の振興を図ることが目的です。今後も、生産組織を中心に
説明会を開催していきますので、皆さまのご協力をよろしくお願いします。

要  件

※青年就農給付金（経営開始型）とは
　新規就農される方(就農される時の年齢が45歳未満）に最長5カ年間給付金が給付されます。
※�青年就農給付金（準備型）とは
　県知事が認める農業大学校､先進農家で研修を受ける方について最長2年間給付金が受けられる制度です。

●�年齢が65歳未満の新規就農者(就農5年未満含む)農地を900坪保有(借地の場合は農業委員会にて
許可を得ている農地)
●おおむね175万円以上の農業所得を目標とする計画書を作成し､達成見込みのある主たる農業経営者
であること｡
上記制度については､その他いくつかの要件があります。町役場農林水産課へお問い合わせ下さい｡		

問い合わせ先▶  八重瀬町役場農林水産課 ( 東風平庁舎 )　電話 998-4624
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全国農業
経営とくらしに役立つ情報を
お届けします !

お申込は農業委員会事務局へ
お問い合せください。

★毎週金曜日発行
★購読料1ヶ月600円

新聞NATIONAL
AGRICULTURAL

NEWS

相続等により、農地法の許可を受けることなく農地等の権利を取得した場合には、
農地のある農業委員会への届出が必要です。

●�届出が必要なのは相続（遺産分割及び包括遺贈を含む）、法人の合併・分割、時効等により農地等
を取得した場合です。
●権利の取得を知った日から 10 ヶ月以内に届出を行ってください。

※�届出をしなかったり、虚偽の届出をした場合には、１０万円以下の過料に処せられます。なお、この届出によっ
て権利取得の効力を発生させるものではありません。

農地の転用には
　　　許可が必要です
－農地の無断転用をなくそう－

農地を農地以外に利用する場合は、農地法の規定によ
る農地転用の許可が必要になります。

　○住宅を建てる
　○農業用施設を設ける
　○資材置場や建設残土捨て場にする
　○樹木を植林する　　など

農地は、大切な食料の供給基盤です。
一度農地以外のものにされると元に戻すことは極めて難しいこ
とから、転用は計画的な土地利用のもとに適切に行われる必要
があります。具体的な転用目的の無い投機目的、資産保有目的
での農地の取得は認められていません。

農地の貸借・売買は
農業委員会にご相談ください！

相続等によって農地を取得した場合には届出を

●今までなんとか耕作してきたけど、
　後継者もいないので処分したい。
●経営規模を拡大したい！
　近くの農地を借りられたらいいな…。
●農地を相続したんだけど、自分では耕作
　できないし…誰か借りる人がいないかな？
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農業者年金

農業者年金に加入して、
　　老後に備えましょう！！

point point point

保険料の国庫補助 税制上の優遇措置 80歳まで保証
特定の要件を満たす農業
者には、一定の条件の下
で保険料の国庫補助が受
けられます。

①支払う保険料は全額社
会保険料控除の対象
②受け取る年金は公的年
金等控除が適用
③運用益も非課税

仮に加入者や受給者が 80 歳前に亡く
なられた場合でも「死亡一時金」をお
支払いできます。

①年齢要件 …………… 60未満
②国民年金の要件 …… 国民年金第１号被保険者
③農業上の要件 ……… 年間 60日以上農業に従事

※上記 3つの要件を満たす人は誰でも加入できます。農地を持っていない農業者、配偶者、後継者などの
　家族従事者も加入できます。

加入
要件は

※お問い合わせは農業委員会、JAにおたずねください。

かけがえのない農地を守り、
有効に利用しましょう！

農地がいったん遊休化すると、病害虫の発生や火災の発生、産業
廃棄物の不法投棄など環境の悪化に繫がります。また耕作可能な
農地への復旧には多大な費用と労力が必要となってしまいます。
自ら耕作することができない場合は、担い手への利用集積などを
図り、農地という大切な資源を有効活用しましょう。

農業委員会では
農地の利用状況調査を
実施しています。

こんな時は、農業委員に
お気軽にご相談ください！

相
談
内
容

●
経
営
規
模
拡
大

●
農
地
の
貸
し
借
り

●
農
業
者
年
金

●
相
続
と
農
地

●
農
地
を
売
り
た
い

●
農
地
転
用

●
農
地
と
税
金

　農
業
委
員
は
、
農
業
者
の
代
表
と
し
て
、
ま

た
、
地
域
の
世
話
役
と
し
て
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

意
見
・
ご
要
望
・
ご
質
問
に
答
え
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
守
り

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

東風平地区具志頭地区

編
集
後
記

　
合
併
後
、
第
一
号
と
な
る
「
農

業
委
員
会
だ
よ
り
」
の
発
行
と
な

り
ま
し
た
。
次
号
か
ら
は
編
集
委

員
会
に
よ
る
編
集
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
今
後
と
も
本
町
農
業
委
員
会

委
員
十
五
人
共
々
に
旧
東
風
平
町

と
旧
具
志
頭
村
の
ハ
ル
サ
ー
（
農

業
者
）
を
側
面
か
ら
し
っ
か
り
と

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。（
Ａ
）
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明日の町農業を担う
町内外の農業を取り巻く環境は厳しい。しかし、町の
青年が農業にやる気を持ち取り組んでいる姿に明るい
希望が見えてくる。その新しい芽を伸ばしてあげること
は私たち地域の役割だ。まだまだ修行中ながら農業の                                               
道を歩み始めた二人を紹介する。　   

新
規
就
農
者
と
し
て
志
多
伯
の

畑
で
イ
ン
ゲ
ン
や
島
ら
っ
き
ょ

う
、
に
ん
に
く
な
ど
を
栽
培
し
て

い
る
眞
部
優
子
さ
ん
（
千
葉
県
出

身
、
世
名
城
在
住
）。
沖
縄
に
は

九
年
前
、
Ｉ
Ｔ
関
係
の
仕
事
で
赴

任
し
た
。
そ
の
後
、
八
重
瀬
町
内

の
二
カ
所
の
農
家
で
農
業
研
修
を

経
て
認
定
農
業
者
と
な
り
一
年
が

過
ぎ
た
。
今
年
度
の
青
年
就
農
給

付
金
が
受
け
る
十
人
の
う
ち
眞
部

さ
ん
は
唯
一
の
女
性
で
あ
る
。
昨

年
の
台
風
接
近
時
で
は
強
風
対
策

で
か
な
り
苦
労
し
た
様
子
だ
が

「
や
っ
た
ら
や
っ
た
分
だ
け
自
分

に
見
返
り
が
あ
る
。
会
社
勤
務
時

と
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
全
然
違

う
」
と
農
業
に
や
り
が
い
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
東
南
ア
ジ
ア
各
国
や

イ
ン
ド
を
一
人
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

を
背
負
っ
て
踏
破
し
た
行
動
力
の

持
ち
主
。
現
在
、
南
部
地
区
農
業

青
年
ク
ラ
ブ
副
会
長
や
八
重
瀬
町

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
副
会
長
と

な
り
地
域
の
農
業
青
年
た
ち
の
先

頭
に
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
女

性
と
い
う
だ
け
で
畑
を
貸
し
て
く

れ
る
方
が
い
な
く
て
」
と
規
模
拡

大
へ
の
困
難
な
壁
に
も
直
面
し
て

い
る
。「
私
に
畑
を
貸
し
て
下
さ

い
」。
眞
部
さ
ん
の
熱
意
と
や
る

気
は
き
っ
と
そ
の
壁
を
乗
り
越
え

ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

Ｊ
Ａ
東
風
平
支
店
の
農
業
機
械

施
設
管
理
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て

い
る
嘉
数
学
さ
ん
（
宜
次
出
身
）。

農
家
に
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
で
の
さ
と

う
き
び
収
穫
作
業
や
ト
ラ
ク
タ
ー

や
ユ
ン
ボ
で
の
耕
作
作
業
を
斡
旋

し
て
い
る
。
さ
と
う
き
び
収
穫
期

は
農
家
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
各
集

落
の
原
料
員
の
間
に
立
ち
農
作
業

が
安
全
で
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う

神
経
を
と
が
ら
す
日
々
が
続
く
。

「
製
糖
シ
ー
ズ
ン
は
と
て
も
大
変

で
す
。
で
も
農
家
の
皆
さ
ん
に
接

し
て
自
分
の
顔
を
覚
え
て
も
ら

い
、
あ
り
が
と
う
と
感
謝
さ
れ
る

と
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
仕
事

に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。　

　

学
校
卒
業
後
、愛
知
県
で
就
職
。

Ｕ
タ
ー
ン
後
、
こ
の
仕
事
に
就
い

て
三
年
目
を
迎
え
た
。「
農
家
の

皆
さ
ん
か
ら
教
わ
る
こ
と
ば
か
り

で
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
で
す
」
と
謙

そ
ん
す
る
が
、関
係
者
か
ら
は「
明

る
く
温
厚
な
性
格
。
農
家
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
よ
う
と
い
つ
も
一
所
懸

命
だ
」
と
信
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
簿
記
二
級
の
資
格
も
持
ち
、

事
務
所
で
は
補
助
金
申
請
業
務
の

事
務
も
受
け
持
つ
。
ま
だ
独
身
で

花
嫁
募
集
中
。「
も
っ
と
勉
強
し

て
い
つ
か
自
分
も
さ
と
う
き
び
作

り
を
や
っ
て
み
た
い
で
す
」
と
笑

顔
で
将
来
を
見
つ
め
て
い
る
。

い
も
収
穫
を
体
験

　
　 

第
二
ぐ
し
か
み
保
育
園

「
や
っ
た
〜
」。
昨
年
十
月
、
第
二

ぐ
し
か
み
保
育
園
（
安
里
）
の
園

児
ら
が
植
え
た「
ぐ
し
ち
ゃ
ん
芋
」

の
収
穫
を
体
験
し
ま
し
た
。

農業に励む眞部優子さん(35・左)
と同居の秋吉美歩さん（右）

いも畑に園児たちの歓声が

「いつか自分もさとうきび作りをやりたい」と語る
嘉数学さん(30)

「
や
っ
た
ら
や
っ
た
分
だ
け

 

　
自
分
に
見
返
り
が
あ
る
」

「
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら

 
　
教
わ
る
こ
と
ば
か
り
」

眞ま
な
べ部 

優
子 

さ
ん （
世
名
城
）

嘉
数 

学 

さ
ん （
宜
次
）


